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1．はじめに

2024年に紙幣が一新されることになった。特

に 1万円札の図柄に選ばれた渋沢栄一が注目を

集めている（写真 1）。渋沢栄一（以下、栄一と

記す）という人物については、ビジネスパーソン

の間では知る人も多いが、一般の人たちには馴染

みが薄いかもしれない。栄一の業績で注目される

のが、生涯で約 500社の企業の設立、ならびに

日本の銀行制度や東京株式取引所（現、東京証券

取引所）といった経済インフラを支えるシステム

や機関の設立に携わった点である。さらに、東京

商法会議所（現、東京商工会議所）も設立し、初

代会頭に就いている。

このような経緯から栄一は「日本資本主義の

父」と呼ばれ、その人生や業績について書かれた

数々の書籍や論文などがある。これらの資料に触れていくと、ある「姓」の人物たちが栄一の人

生の様々な場面で登場することに気づく。そして、その「姓」の人物たちは栄一の人間形成に大

きな影響を与えたり、栄一の活動を支えたりしているのである。その「姓」は「尾高」という。

本稿では「尾高」の姓を持つこの尾高家の人々の栄一の人生への関りを紹介する。

2．渋沢栄一の生涯の概要

栄一の生涯を少年時代、尊王攘夷傾倒時代、幕臣時代、官職時代、実業家時代の 5つの時代

に区分し、各時代の概要を記す。

（1）少年時代
当時、武蔵国榛沢郡血洗島村（現在の埼玉県深谷市血洗島）には渋沢姓の家が十数件あり、栄

写真 1 東京大手町常盤橋横に建つ渋沢栄一像

（９５）



一はその中の「中の家」と呼ばれる家に 1840年に生まれた。中の家は農耕、養蚕、藍玉の製

造・販売を営む農家であった。栄一の父は「東の家」渋沢宗助の三男で元助といい、男子のいな

かった中の家に婿養子に入り、代々当主が名乗る市郎右衛門を継いだ人物である。栄一の母はえ

いと言い、中の家の娘で慈悲深い人であった。栄一の父市郎右衛門は勤勉家で商才を発揮し中の

家を裕福な家にした。また、武芸も学び、学問にも熱心で村方にも尊敬された人物で、領主より

苗字帯刀が許されるほどであった。

栄一の幼名は市三郎といい、6歳のとき母の名をとって栄治郎と名づけられた。弟がいたが夭

折したので、唯一の男子となった。栄一が 6歳になると父による教育が始まり、7歳からは親類

の許へ通わされ学問を学んだ。栄一が 14歳になると父親から家業に心を入れるように言われ、

農作業、養蚕、藍作りに加え、藍玉を作り紺屋への商いもするようになっていった。

17歳のとき、栄一の幕府に対する反抗心を抱かせる事件が起こった。領主から呼び出しがあ

り父親の名代で栄一が出頭すると、代官から 500両の用金が課せられた。この頃、幕府諸侯の

財政は困窮しており、裕福な農家に用金を命じたりしていたのである。血洗島では中の家も富家

に数えられており、命令が下ったのである。栄一が父の名代であることから即答を避けたとこ

ろ、代官から嘲弄、叱責された。無能であっても生まれで代官となり、金を借りる側なのにえば

っていることに栄一は憤慨した。そして、封建制度、幕藩体制に対して深い憤りを覚えるきっか

けとなった。

（2）尊王攘夷傾倒時代
1853年ペリー提督率いるアメリカ東インド艦隊が浦賀沖に現れ、開港に向けての歩みが始ま

った。翌 1854年に日米和親条約が締結され、その後も日本は次々と西欧各国と和親条約を結ん

でいった。その後、日本総領事として赴任したアメリカのハリスの要求に対して、幕府は天皇勅

許が得られないまま、1858年 6月 19日に日米修好通商条約の締結に踏み切った。その頃から、

尊王攘夷論が熾烈となり討幕運動も生まれていった。そのような中、19歳の栄一も尊王攘夷運

動に傾倒していった。やがて、22歳の時父親を説得して 2か月間ほど江戸へ遊学に出た。その

後も 23歳の時に再び江戸に向かった。そして、高崎城を乗っ取り（写真 2）、横浜の外国人居留

写真 2 高崎城跡（群馬県高崎市）
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地の焼討という攘夷計画を企てることになる。しかし、実行直前に京都から戻った仲間との激論

の末、計画の中止を決定したのである。

（3）幕臣時代
当時、不穏な風評を聞くと捜査し召捕ることを担う幕府の関東取締出役がいた。横浜焼討計画

は中止されたが話が漏れ捕縛される恐れがあった。そこで、身を隠すため討幕運動の中心地であ

る京都に向かうことにした。しかし、素浪人では途中で疑われる恐れがあった。そこで、栄一が

江戸に遊学した際に知り合った一橋家の用人平岡円四郎に、平岡の家来名義を許してもらうこと

を頼み、許しを得ることができた。そして、無事に京都に着くことができた。

翌年、京都にいる栄一に同志の尾高長七郎が捕縛され、江戸伝馬町の牢獄につながれていると

の長七郎自身からの手紙が届いた。長七郎が江戸から郷里に戻る途中飛脚を殺害し捕縛されたの

である。捕縛された際、栄一が送った幕政批判を書いた手紙を長七郎は所持していたのである。

案の定、一橋家に栄一に関する幕府からの懸合いが届いていることを、平岡から聞かされるので

ある。そこで、栄一は平岡に幕政批判の手紙の話をした。すると、平岡は栄一に志を変え、一橋

家の家来になるよう説得した。そして、栄一は一橋家に仕える決心をした。

仕えて仕事をしだすと、栄一は企画や創意工夫の力量を発揮し、一橋家の兵力増強、財政強化

など、頭角を現していった。そのような日々の中、1866年 7月、14代将軍徳川家茂が死去し

た。栄一は慶喜の将軍職相続に反対であった。英明な慶喜が将軍職を相続することになると、幕

政刷新を求める雄藩による討幕運動が加速する懸念があったからである。そして、慶喜がそれら

雄藩と真っ向から対峙することになると考えたのである。しかし、慶喜は老中板倉勝静、大目付

永井尚志からの将軍職相続の要請を受け容れたのである。そして、一橋慶喜が 15代将軍に就く

ことになり、落胆の中栄一も幕府に移り幕臣となったのである。

幕臣となり落胆の日々を送る中、徳川幕府の役人を辞そうと決心した頃である。そのような

折、栄一を大いに喜ばせる出来事がもちあがった。1867年慶喜の弟、昭武をパリ万国博覧会に

派遣し、引き続きフランス留学をさせることになったのである。28歳の栄一は経理・庶務全般

を担当する役で随行することになり、先進ヨーロッパの政治、経済、文化、技術などを目の当た

りにする機会を得たのである。栄一はこの渡欧で後年合本組織を生み出すための知識を得ること

になる。

栄一らが渡欧した年の 10月に日本では大政奉還が起こった。その後、鳥羽伏見の戦いで旧幕

府軍が敗れ、徳川慶喜に処分が下されることになった。一方、水戸藩主・慶篤が死去し、昭武が

水戸家を相続することになった。このようなことから、1868年 11月、昭武や栄一らの一行は

帰国の途に着くことになる。

帰国後、栄一は静岡の宝台院に謹慎している徳川慶喜を訪ねた。そして、静岡で一生を送るこ

とを決心した栄一に静岡藩の勘定組頭に就くよう辞令が出た。これは慶喜の栄一に対する配慮に

よるものであったが、栄一はこれを辞退したのである。そのような折り、新政府から諸藩に石高
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拝借が許されることになった。そこで、栄一は渡欧で学んだ合本組織（株式組織）を用いた商法

会所設立の企画を、藩の勘定頭平岡準蔵に提案した。平岡はそれを認め、1869年紺屋町に静岡

商法会所が設立される運びとなり、栄一はその頭取となった。

（4）官職時代
1869年 11月に新政府から栄一に東京に来るようにとの連絡が来た。それは栄一に政府の官

職に就いてもらいたいというためであった。栄一は仕官を固辞したが、大隈重信に押し切られ結

局仕官することになった。そして、民部省租税正に任命された。そこで、栄一は改正局の設立を

大隈に訴え、改正局を立ち上げることになる。改正局で栄一は租税制度や駅逓制度の改正、貨幣

制度、鉄道敷設案などを手掛けていくことになった。さらに、栄一らは廃藩置県を決議し、断行

していくことなる。廃藩に関する処分も複雑を極めたが進めていった。また、明治政府は富国強

兵・殖産興業政策を推進しており、それを受け栄一は伊藤博文とともに当時外貨獲得ための商品

であった生糸を生産するために、官営富岡製糸場の設立に携わった。

1871年に栄一は大蔵権大丞となり、通商司の後始末まで背負い込むことになった。そのよう

な中、東京や大阪の商家と談話をすると、かれらは学問もなければ気力もなく、官に対して平身

低頭するばかりであった。このようなありさまでは殖産興業の世話をしても、到底それを推進す

ることは難しいと思わざるをえなかった。そして、自ら官を辞し商工業の発展に尽力してみよう

という思いを抱くようになっていった。やがて 1873年大蔵省への政費増給要求を巡って、その

拒絶を主張する大蔵大輔井上馨は、大久保利通と対立することになる。そして、井上馨は大蔵省

を辞職することになった。栄一は井上の辞職を機に、政治や教育が着々と改善が進む中、商業が

振るわない状況を打破するために大蔵省を辞し、実業界で歩んでいく決心をした。

（5）実業家時代
実業界で歩み始めた栄一は合本組織による起業とともに、金融整備による産業の育成をめざし

た。そして、最初に手がけたのが大蔵省在籍時に草案作成に関わった銀行設立であった。1873

年 7月に第一国立銀行本店（写真 3）、横

浜支店、大阪支店、神戸支店の営業を開始

した。このとき、栄一は第一国立銀行の総

監役に就いている。その後も企業や団体の

設立や運営に関わり、その数は実に 500

に及んでいる。業種についても金融、交

通、商業、工業、鉱業、農林水産など多岐

に及んでいる。

栄一が実業界を歩む中で行ったのは、企

業や団体の設立・運営だけではない。社会 写真 3 第一国立銀行本店跡にあるみずほ銀行兜町支店
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福祉事業や教育事業にも取り組んでいる。社会福祉事業の代表が 1872年に窮民救済のために創

設された東京養育院（現、東京都健康長寿医療センター）である。明治維新後工業化にともない

急速に日本が豊かになっていく中、一方で貧富の格差が拡がっていった。栄一は後に東京養育院

創設の原資となった共有金の管理を東京府知事大久保一翁から命ぜられていたことから、東京養

育院の創設に関わることとなった。そして、栄一は初代養育院長となり、亡くなるまでの約 60

年間養育院に関わっていくことになる。これ以外にも多くの社会福祉事業組織に関わっている。

栄一は実業教育や女子教育にも尽力した。官職時代の経験から商工業に携わる者たちの学問の

軽視が官尊民卑の意識を招き、その結果商工業の発展を阻害していると考えていたようである。

そして、1875年森有礼などが設立した商法講習所を、栄一が会頭を務める東京会議所が運営を

引き継いだ。その後、大学に昇格して東京商科大学となり、1949年に一橋大学に改称されるに

至っている。女子教育では、キリスト教牧師の成瀬仁蔵による日本女子大学校や、伊藤博文らに

よる東京女学館の設立に尽力した。

3．栄一と深い関りをもった尾高家の人々

渋沢家と尾高家の家系図は図 1の通りである。この家系図にある通り、両家は血縁関係にあ

る。

栄一の家（中の家）は渋沢家の宗家で、当主は代々市郎右衛門と称した。中の家には跡取りと

なる男子がいなかったため、親戚の渋沢宗助（二代）東の家の息子元助が婿入りをして市郎右衛

門と称した。この市郎右衛門とえいのもとに生まれたのが栄一（幼名、市三郎）である。

宗助の娘で元助の妹のやへは、栄一と同じ武蔵国榛沢郡にある下手計村（現在の深谷市下手

図 1 渋沢家と尾高家の家系図 黒字は男、赤字は女。
（出所：尾高惇忠生家の展示資料、旧渋沢邸「中の家」（深谷市教育委員会編集・発行）より著者が作成）
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計）の尾高家の勝五郎に嫁いだ。この尾高勝五郎とやへの子どもたち、つまり栄一の従兄らは栄

一の人生に大きな影響を与えていくことになる。また、元助の兄弟文左衛門の子、栄一の従兄喜

作も栄一の人生に関わっていく。ここまでは男だが、栄一の従妹ちよ、従姪ゆうといった女も栄

一の人生に関わることになる。栄一の生地である血洗島にある中の家（現在の建物は 1895年に

栄一の妹夫婦、市郎・ていによって再建されたもの）と、下手計にある尾高家の位置関係は図 2

の通りである。両家の距離は約 1.5 km ほどである。尾高家は農業のほかに、米穀・塩・菜種油

などの日用品の販売や藍玉の加工販売を営んでいた。

（1）栄一少年時代と惇忠
尾高惇忠は 1830年の生まれで、栄一の 10歳年上の従兄である。惇忠は栄一の少年時代、尊

王攘夷傾倒時代、幕臣時代、官職時代、実業家時代にわたり影響を与えたり、支えたりした人物

である。栄一は惇忠を「藍香（惇忠）ありて青淵（栄一）あり」と称え、尊敬した。

惇忠は 7歳になると村の長老から「四書」（1）を、また血洗島村の儒者から「五経」（2）を学んだ。

そして、読書力がついていき、様々な領域の書物を手にしていくことになる。さらに、10歳の

時、剣客大川平兵衛から神道無念流を学んだ。このようにして惇忠は文武に秀でた人物となって

いった。惇忠 12歳の頃、父に連れられ水戸藩徳川斉昭による追鳥狩の演習を見物した。このと

きの光景が勇ましく映り、水戸公に対する尊敬の念が芽生えた。やがて徳川斉昭が掲げる尊王攘

夷思想に共感し、惇忠はその活動に身を投じていくのである。惇忠は 15歳になると家業に従事

することになる。その一方で、17歳から幕末の頃まで自宅で私塾「尾高塾」を開いた。

栄一については、栄一が 6歳になると父自らの教育が始まった。中の家に婿入りした栄一の

図 2 渋沢家と尾高家の関係史跡
（出所：「青淵渋沢栄一翁関係史跡【論語の里】めぐり」と現地取材を基に著者が作成）
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父市郎右衛門（元助）は几帳面で、非常な勤勉家であった。農業はもとより養蚕や藍玉づくり、

それらの販売を手掛け、中の家を宗助家に次いで村で二番の富豪にした。市郎右衛門は元々武家

で身を立てようともした人物で、武芸や学問にも秀でており、領主より苗字帯刀を許されるほど

であった。そのような父であるから、子どもに対する教育にも熱心であった。栄一も知識欲が盛

んで、その学才に父は大いに喜んだ。そして、栄一が 7歳になると、父は隣村の下手計村にあ

る甥である尾高惇忠の私塾「尾高塾」に栄一を通わせることにした。惇忠は栄一に論語、四書五

経、水戸学尊王攘夷思想などを教えていった。また、栄一も 12歳の時から、惇忠が学んだ剣客

大川平兵衛の門人である渋沢新三郎から神道無念流を学んだ。

このように尾高惇忠との出会い、そして教えは栄一の人格形成に大きな影響を与えていくこと

になる。それは尊王攘夷傾倒時代以降の栄一の決断、選択の中に現れてくることになる。

（2）尊王攘夷傾倒時代と従兄の惇忠、長七郎、渋沢喜作、従妹のちよ
1863年 10月 29日、栄一 24歳の時、写真 4の尾高惇忠の家の 2階で、栄一をはじめ惇忠と

その兄弟のその後を大きく左右する決断がなされた。その決断次第では、かれらは明治を迎える

前に命を落としていたかもしれない。

栄一は尊王攘夷運動に深く傾倒していた。それは尾高塾での惇忠の教えによる影響と、17歳

の時に経験した出来事によるもであった。その出来事とは次のようなことである。栄一 17歳の

時、栄一の父市郎右衛門のもとへ岡部藩より陣屋に出頭するよう命令が来た。その時、栄一の父

は用があり、栄一が名代として出頭した。そこで、代官から市郎右衛門の家に対して 500両の

御用金を命じられた。しかし、栄一は父の名代であることから即答はできないと返事をした。と

ころが代官は軽蔑するかの態度で栄一を嘲弄し、叱責した。その帰り道、あのような無能な代官

を身分が上だからといって据えておく根本には幕府の政治に問題があると強く感じたのであっ

た。

1862年（文久 2年）から 1863年（文久 3年）にかけて、京都で朝廷、幕府、そして薩摩や

長州らが、自らの主導権争いを展開していた。そのような状況の 1863年の春、栄一は従兄の尾

高惇忠と渋沢喜作とともに、まず高崎城を乗っ取り、そこで兵力を整えて横浜外国人居留地を焼

討する攘夷計画を企てた。そして、藍玉

の商売から金を払い武器を調達するとと

もに、江戸の海保漁村塾や千葉周作道場

で懇意になった者たち、親戚らから 69

人の兵力を集めた。そして、1863年 10

月 29日夜、写真 4の惇忠の家の 2階で

攘夷計画の実行について話し合いが行わ

れた。そこにいたのが栄一、惇忠、喜

作、海保漁村塾熟生中村三平 4人に加 写真 4 尾高惇忠生家
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え、惇忠の弟で栄一より 2歳年上の従兄長七郎の 5人であった。その日の約 2か月前の 8月 18

日に京都で公武合体派の薩摩と朝廷支持派の会津藩が攘夷強硬派の長州藩を京都から追放する事

件が起こり、京都では攘夷派が力を失った。つまり、栄一らの企ては都、京都での状況とは相反

する行動となった。

この重要な 1863年 10月 29日夜の栄一らの話し合いに登場する尾高長七郎と渋沢喜作につい

て記す。尾高長七郎は剣道に非凡なる才能を発揮し、それで身を立てようと江戸に出入りしてい

た。長七郎は江戸での友人を連れて帰ってきたりもしていた。江戸での様子に触れ、惇忠も政治

を論ずる人物であることから、栄一は強い刺激を受ける環境にあったことになる。そのような長

七郎に嫌疑がかけられる事件が江戸で起こった。1861年正月 15日、江戸城坂下門で公武合体

を推した老中安藤信正が浪人たちに襲われた。実は長七郎も襲撃の謀議に加わっていたのであ

る。これを危ぶんだ惇忠と栄一は首謀者である大橋納庵とかけあい、長七郎を襲撃に加わらない

ようにした。しかし、幕府の嫌疑が長七郎に及ぶことは必至であった。そこで、栄一は藍玉の商

売で懇意にしていた信州佐久の知人の元を経由して長七郎を京都に落ちのびさせた。京都では幕

府の嫌疑を避けさせながら京都の情勢を探らせた。

渋沢喜作の父文左衛門と栄一の父市郎右衛門は兄弟で、喜作は栄一より 2歳年上の従兄にな

る。2人は幼いころから一緒で、尾高塾に通い惇忠の教えを受けた。そして、やがて 2人は尊王

攘夷を志すようになっていった。

惇忠と栄一らとともに、長七郎、喜作、そして中村三平らで、高崎城乗っ取りと横浜外国人居

留地焼討を話し合うはずであった。ところがその年の 8月 18日の京都の政変を熟知していた長

七郎は無駄死になると自重論を展開した。栄一と長七郎の激論は夜を徹して行われ、しまいには

長七郎は栄一を殺してでも阻止すると言い出し、栄一も長七郎を刺してでも決行すると言い出す

始末であった。しかし、長七郎の主張は京都の情勢を根拠としているものだったため、やがて惇

忠も自重論に傾き、栄一も自重論に道理があると考えるようになっていった。そして、攘夷計画

は実行されずに終わったのである。

長七郎の身を挺した説得がなければ、攘夷計画が実行され、その後幕府に捕縛され栄一たちは

処刑されていたことだろう。事実、計画は実行されずに終わったにもかかわらず、この後栄一た

ちの幕府取締出役からの逃亡が始まるのである。

栄一が本格的に尊王攘夷活動に傾倒する前、家業の農業や藍玉販売をしていた 18歳のことで

ある。渋沢家と尾高家の間で栄一とちよの結婚話がもちあがった。ちよは惇忠の妹で、栄一より

1歳下の従妹にあたる。そして、栄一 18歳、ちよ 17歳で結婚した。栄一はその後尊王攘夷運

動に傾倒していくが、二人の間に二男三女をもうけることになる。なお、長男と三女は夭逝して

いる。ちよもコレラで 42歳の若さで亡くなっている。
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（3）幕臣時代
①一橋家家臣となるまでの惇忠、長七郎、喜作の動き
高崎城乗っ取りと横浜焼討を中止した後、栄一は京都に向かう道中の安全のために一橋家の用

人平岡円四郎から平岡の家来名義の使用を許してもらった。その時、喜作も栄一と行動を共にし

たのである。その後の円四郎からの一橋家家来の話にも、栄一と喜作は共にそれに応じる選択を

するのである。一方、惇忠は尾高家の戸主であるので、郷里に留まり京都には向かわなかった。

長七郎は京都から帰ったばかりで咎めの対象にはならないと考え、江戸に出た。後日、その長七

郎が栄一からの書簡を所持した状態で飛脚を切り殺し、伝馬町の牢獄に繋がれたのである。長七

郎は精神が不安定になっていて、そのような殺傷事件を起こしたとも言われている。この書簡が

もとで幕府から一橋家への掛け合いがあり、先の円四郎からの一橋家への仕官の話に繋がるので

ある。栄一は一橋家家臣となった後、長七郎を救い出すため奔走したが、それはかなわなかっ

た。そして、尊王攘夷の血気にはやる栄一たちを命がけで止まらせた長七郎は、1868年夏に出

獄したが、間もなくして亡くなった。

②幕臣から戊辰戦争終結までの平九郎、喜作、惇忠
幕臣となった栄一は 1867年慶喜の弟昭武に随行して渡欧することになるが、当時栄一には嗣

子はいなかった。その当時の制度では士分以上の者が公命で遠国に旅する場合、その先で死んで

も家の断絶を防ぐために見立て養子を立てることになっていた。そこで栄一は惇忠の弟、栄一の

従弟の平九郎を養子とした。平九郎は喜作とともに、慶喜の側近を務めることになった。後日、

平九郎の兄惇忠のことが慶喜の耳に入った。そして、慶喜は惇忠を自分のブレーンとして迎える

ことを望んだのである。惇忠は上京の準備をしていたところ、鳥羽伏見の戦いでの幕府の敗戦の

知らせが入り、結局惇忠が徳川家臣になることはなかった。

一方、栄一とともに仕官した喜作だが、慶喜に重用され幕府の奥祐筆（3）を勤めるまでに出世

した。鳥羽伏見の戦いでは軍目付役で出陣したが、慶喜が大阪港より江戸に戻ると直ぐに江戸に

向かい、同志とともに官軍に対抗することを計画した。そして、喜作は彰義隊を結成するのだ

が、そこに子どものころから水戸派の学説に傾倒し、弟子である喜作から慶喜の思いを聞いてい

た惇忠も彰義隊に加わることになったのである。ちなみに「彰義隊」の隊名は惇忠が命名したと

言われている。しかし、譜代出身の隊員と折り合わず、喜作と惇忠は彰義隊を脱退し、新たに振

武軍を結成したのである。この「振武軍」も惇忠が命名したと言われている。この振武軍には栄

一の見立て養子となった渋沢（尾高）平九郎も加わった。その振武軍は飯能（埼玉県）で官軍と

の戦いに敗れ、平九郎は割腹自殺をして 22歳の生涯を閉じた。一方、惇忠は郷里に戻ったが、

喜作は逃れて江戸に出て榎本武揚の軍に入り函館の五稜郭に立て籠もることになる。

五稜郭の戦いで、征討参謀の黒田清隆の勧告で降伏した榎本とともに、喜作も降伏した。喜作

は陸軍の檻倉に 3年間入牢されることになる。1871年の出獄の際に親戚の者が受け取りに来る

旨の連絡があり、当時大蔵省の官職に就いていた栄一が受け取りに出頭した。
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（4）官職時代と惇忠、喜作
①富岡製糸場と惇忠、従姪ゆう
栄一は大隈野重信の説得で、1869年に明治政

府の民部省に入った。ところが惇忠も翌年の

1870年に民部省に入るのである。そのきっかけ

は備前渠取入口事件である。仁手村の取入口を閉

じて新規に下流に取入口を開くというものであっ

た。これが実行されると従来の水路を使用する農

家に水が行き渡らなくなるのである。地元農民の

依頼から惇忠が県に陳情するが、新政府の方針だ

と一括され、惇忠は建白書を起草することにした

のである。民部省は官吏を派遣し調査や聞き込みをしたがらちが明かなかった。そこで、惇忠を

本省に呼び聴取したのである。そこでのやりとりや、建白書の文面を見て、惇忠は民部省の玉乃

世履という役人の目にとまり民部省に入ることになったのである。

この頃、栄一は官営富岡製糸場設置主任として富岡製糸場の設立のための人材の選出にあたっ

ていた。そして、蚕の知識や、三代目宗助の養蚕手引抄の作成の手伝い経験のある民部省に入っ

たばかりの惇忠を創立責任者にすることにしたのである。フランス人技師ポール・ブリュナを迎

え、2年間の歳月をかけて現在の群馬県富岡市に製糸場は建設された（写真 5）。1872年に富岡

製糸場が完成すると惇忠は初代場長となり、1876年の退職まで場長を勤めた。

この富岡製糸場の創業には、惇忠の娘、栄一の従姪である当時 14歳の尾高ゆうも貢献した。

1872年 5月、創業に向けて工女の募集をしたが、応募が全くなかった。その原因を調べてみる

と意外な事実が分かった。それは指導監督にあたるフランス人が飲んでいるワインを血だと思

い、「富岡製糸場に入ると外国人に生き血をとられる」という噂がたっていたのである。それは

根も葉もない噂と言っても疑いは晴らせなかった。そこで、惇忠は自分の 14歳の娘ゆうを、工

女第 1号として郷里の下手計村から呼び寄せたのである。そして、これ以降噂は消えていった。

惇忠は工女をあえて武家や良家の娘たちに限定して、誰でもが入れるのではないことを示した。

そうすると、応募者が殺到するようになったのである。ゆうは一等工女の資格を持って 17歳で

製糸工場を去った。その後、ゆうは 19歳で第一国立銀行専務永田甚七の養子、永田清三郎と結

婚し、8人の子をもうけたが 2人は早世している。清三郎は 1904年 53歳で亡くなり、この時

長男甚之助はまだ大学 4年生であった。4男 2女を抱え苦労するが、ゆうは子どもたちを育て上

げ、1923年 64歳で亡くなった。なお、長男の甚之助は埼玉銀行（現在の埼玉りそな銀行）の

初代頭取となっている。

②官職と喜作
栄一は赦免となった喜作のこれからをいかがしたものかと考えた。そして、上司の井上馨に喜

作を推薦して 1872年に大蔵省勧業課に採用されることになった。栄一は喜作に海外で見聞を広

写真 5 富岡製糸場（東置繭所）
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げることを薦め、喜作も一度も海外に出たことがなかったので喜んだ。こうして、喜作は 1872

年蚕業調査を名目にイタリアへ留学に向かったのである。ところが翌年喜作が帰国をしてみる

と、栄一と井上馨は官職を辞していて、結局喜作自身も帰国早々官職を辞したのである。

その後、栄一は喜作を小野組糸店へ就職をさせるのだが、その翌年の 1874年に小野組が破産

し、喜作は小野組を去ることになる。喜作は栄一に何か商売をやりたいと相談をもちかけた。栄

一は蚕糸と米の商売を薦め、力になると話した。そして、1874年に喜作は渋沢商店を開き、廻

米問屋と生糸売込問屋を営むことになった。しかし、喜作は米相場などの相場に手を出すように

なり、失敗をするのである。この時、栄一は喜作が隠居して商売を長男に譲るなら、失敗の整理

を引き受けると申し出るのである。こうして喜作は隠居し、1912年 75歳で生涯を閉じたので

ある。

（5）栄一の実業家時代と惇忠
第一国立銀行の頭取を務めいていた栄一は、東北開発のために岩手県の盛岡に支店を置くこと

にした。そこで、官営富岡製糸場長として手腕を発揮した惇忠に盛岡支店の支配人を依頼した。

こうして、1876年に富岡製糸場を退職した惇忠は、翌年の 1877年に第一国立銀行に入り、盛

岡支店支配人に就くのである。一方、1881年に当時の岩手県令であった島惟精は、栄一の東京

商法会議所にならい盛岡商法会議所を設立した。惇忠はそこでの所長も務め、若手実業家に経済

理論や実務を指導したのである。また、1885年には北上川の舟運の近代化を図るために、惇忠

は合本組織形式での北上廻送会社の設立に携わった。その他にも地場産業の発展に尽力し、盛岡

で 10年過ごした後、1887年に第一国立銀行仙台支店支配人として赴任した。そして、1892年

に退職後自適の生活に入り、好きな書き物や研究などの生活をおくった。その後、1901年 72

歳で身を寄せていた東京深川の栄一別邸で亡くなった。

4．あとがき

日本資本主義の父と称えられる渋沢栄一だが、その栄一の生涯に並走した尾高家の人々がいた

ことを知っていただけたことだろう。その尾高家と栄一の渋沢家は親同士が兄弟で、栄一の人生

に寄り添い並走した人々は主に「いとこ」たちであった。両家とも現在の埼玉県北部の深谷市に

ある血洗島と下手計にある農家であった。血洗島と下手計は隣接しており、そのあたりを歩くと

現在でも「渋沢」という名が目に飛び込んでくる。

両家とも農家だが教育熱心で、子どもたちに幼いころから学問や武道を学ばせていた。農家の

傍ら商いにも才を発揮し、富家であった。そのような教養を有し、財をなした農家が江戸から離

れた地に幕末に存在していたのである。そして、血縁の中で学びの場を設け、切磋琢磨して育

ち、血縁の中で縁組が行われ、やがて人生の様々な局面で互いに支援していく関係が構築されて

いった。この支援とは賛同のみを含んではおらず、身体をはって諫めることをも含んでいる。そ
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の典型が 1863年 10月 29日夜の高崎城乗っ取りと横浜外国人居留地焼討の長七郎の命をかけた

反対である。

この栄一を取り巻く人物の輩出に重要な役割を果たしたのが、尾高惇忠である。惇忠は兄弟は

もとより、私塾を開き従弟の栄一や喜作はもとより、地域の者たちの教育にも努めた。ちなみ

に、富岡製糸場の工女第 1号となった惇忠の娘ゆうの夫になった清三郎も、惇忠の私塾生であ

った。惇忠の兄弟である長七郎、栄一の養子となった平九郎は栄一の若かりし時期を支えるも、

非業の死を遂げている。妹のちよは栄一に嫁ぐが、若くして亡くなっている。喜作は幕臣時代ま

では栄一と同じように歩むが、戊辰戦争以降不運な道を歩み、しまいには栄一が喜作の尻拭いま

ですることになる。しかし、そのような喜作でも栄一は大切にしている。一方、惇忠は栄一の少

年時代、尊王攘夷傾倒時代、幕臣時代、官職時代、実業家時代のすべてに並走している。横浜外

国人居留地の焼討の件で長七郎と栄一は激論を戦わせたが、栄一は惇忠の決断に従い、命を失わ

ずに済んだ。栄一の官職時代には富岡製糸場の設立で惇忠を頼っている。さらには、第一国立銀

行の盛岡支店開設にも惇忠を頼っている。

とかく偉業を成し遂げた人物を思うとき、その人物のみの歩みに注目しがちである。私自身、

渋沢栄一の人物名を知ったのは約半世紀前の学生時代である。ところが、数年前に大阪企業家ミ

ュージアムを訪問した折、たまたま館長の宮本又郎氏の著書「渋沢栄一」を見て懐かしく思い購

入した。大阪では五代友厚が活躍し、東の渋沢、西の五代と称され、本の購入をきっかけに両人

に関する書籍を読んだり、博物館を訪ねたりするようになった。そして、渋沢栄一についての書

籍や史料館で、「尾高」という苗字の人物が複数人出てくることが気になり始めた。そこで、こ

の「尾高」の姓の人物を気にしながら栄一を取り巻く人物に着目して調べ出したところ、渋沢栄

一を育み、偉業を支えたのは尾高惇忠を中心とした栄一に極めて近い血縁者たちであることを知

った。このような経緯から、「この血縁者なくして渋沢栄一なし、その偉業なし」を知っていた

だきたいといという思いで本稿を記すことにしたのである。

注
⑴ 四書 儒教の経典「大学」、「中庸」、「論語」、「孟子」の総称
⑵ 五経 儒教で尊重される経書「詩経」、「書経」、「礼経」、「易経」、「春秋経」の総称
⑶ 奥祐筆 老中の公設秘書にあたり、法令・判例の調査や幕府文書の起草などに携わる。
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